
２０１６／０９／２２（木）事故防止資料 タイツウ運輸 代表取締役 植田伸一

日没前後の交通事故死 ９月以降に大幅増加

平成28年度 秋の全国交通安全運動 平成２８年９月２１日（水）～９月３０日（金）

室蘭 クレーンのアームをしまう作業中、ワイヤーが切れ

クレーンの一部が頭に当たり死亡

◇ユニック作業時も、ワイヤーの点検を確実に行いましょう

◇吊り下には、絶対に入らない 「逃げ場」の確保

２０１６／０９／２２

２１日午後２時４５分ころ、室蘭港で、埋め立て工事に当っていた船員の男性（７０）の頭にクレーンの一部が当たっ

たと、関係者から室蘭海上保安部に通報があった。男性は病院に搬送されましたが、死亡が確認されました。製

鉄所から工事を請け負った建設会社によると、男性は下請会社の社員。同僚ら２人と共に起重機船のクレーンの

アームをしまう作業中、鋼製のワイヤーが切れ、船上にいた男性の頭に金具などが当たったとみられるという。

２時間ごとに、１５分休憩で 守ろう 自分の命 他人の命

交差点進入時は･･･

●交差点には、必ず｢人」や「自転車」や「車」がいる

●相手は「避けない」、「止まらない」･･･かもしれない

信号の変わり目の･･･「見切り発車」、「後追行動」は危険です

バックは・・・『カメが歩くスピードの気持ちで 』

○積み下ろし作業中の、荷台からの墜落・転落に注意しましょう

○鋼材、資材の積み下ろし作業中の、手・指・足のはさまれ事故に注意しましょう

○ハウス、トイレの積み下ろし作業時の、脚立・屋根からの転落に注意しましょう

○敷き鉄板の積み下ろし作業時、ユニック作業に注意しましょう

＜丸藤シートパイル㈱ 事故防止実施項目＞

●工場ルールの厳守・・・後ずさり行動、馬引き操作は、事故・災害の最大原因です、全面的に禁止します

●運送安全行動・・・・・・・後ずさり行動、吊り荷の下に入らない、荷台の整理整頓でつまずき事故の防止

下り斜面、止めていたトラクターの下敷きになり男性死亡

◇重機・農機具を積み下ろしする場合は、地面の水平を確認しましょう◇

◇車両を駐停車させる場合は、サイドブレーキの確認と、『輪止め』の設置◇

２０１６／０９／２１

２０日午後２時頃、北斗市の畑で、近くに住む農業の男性（７３）がトラクターにひかれ、意識が無いと男性の妻か

ら１１９番通報があった。男性は頭などを強く打ち、病院で死亡が確認された。函館中央署によると、男性は畑の

脇の道路にトラクターを止めて農作業をしていた。道路から畑に向かって下り斜面になっており、何らかの原因

でトラクターが動き出し、畑で作業中の男性が下敷きになったとみられる。

夜間、横断、死亡の・・・96％が・・・ライト「下向き」

ハイビームを使用していれば防げた事故もある

２０１６年９月２１日（水）７時５５分

歩行者が夜間に道路を横断中、車にはねられた昨年１年間の全国の死亡事故６２５件のうち、９６％の車のラ

イトがロービームだったことが警察庁の調査でわかった。同庁はハイビームを使っていれば防げた事故もあると

みており、２１日から始まる秋の全国交通安全運動の重点項目としてハイビーム使用を呼びかける。近年、交通

事故による死者は減少傾向にあり、昨年の交通事故の死者は４１１７人。このうち、自動車や自転車などに乗っ

ていた死者は２５７１人で、過去１０年で４６％減少した。一方、歩行中の死亡者は１５３４人で２８％減にと

どまるため、同庁が歩行者の横断中の事故に絞って初めて集計、分析した。夜間の死亡事故６２５件では、ロー

ビームが５９７件を占め、残りはハイビーム９件、補助灯６件、無灯火１３件だった。

左からの車に注意を・・・（右からの横断歩行者に注意）

道路を渡りきれずにはねられたケースが多いのではないか

２０１６年９月２１日 ４時２３分

去年１年間に道路を横断中の歩行者が車などにはねられて死亡した事故について、警察庁が分析した結果、左

から走ってきた車両にはねられた事故が右からの事故に比べて２倍以上となったことがわかりました。警察庁は

、道路を渡りきれずにはねられたケースが多いのではないかとして、２１日から始まる秋の全国交通安全運動で

、事故防止を呼びかけることにしています。警察庁は、去年１年間に道路を横断中の歩行者が車両にはねられて

死亡するなどした７１８件の事故について分析しました。その結果、歩行者から見て左から走ってきた車両には

ねられるなどした事故が４８６件と、車両が右から走ってきた２１４件の事故に比べおよそ２．２倍、特に歩行

者が６５歳以上で夜間の場合には３倍近くに上ったことがわかりました。原因について警察庁は、歩行者がみず

からの右側から車両が走ってくる手前の車線を渡ったあと左側から車両が近づいてくる奥の車線を渡りきれずに

はねられたケースが多いのではないかとしています。警察庁は、２１日から今月３０日まで開かれる秋の全国交

通安全運動で、早めのライトの点灯や反射材の着用を呼びかけるとともに、お年寄りに年齢による身体能力の低

下を自覚してもらう催しを開くなどして事故防止を呼びかけることにしています。


